
校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）

山

寺

三

知

は
じ
め
に

本
稿
は
、
江
戸
前
期
の
儒
者
中
村

斎
（
一
六
二
九
｜
一
七
〇
二
、
名
は
之
欽
、

斎
は
号
）
が
、
南
宋
の
儒
者
、
蔡
元
定
（
一
一
三
五
｜
一
一
九
八
、
字
は
季

通
、
号
は
西
山
、
元
定
は
名
）
著
『
律
呂
新
書
』（
一
一
八
七
年
成
立
）
に
対
し
て
注
し
た
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
を
翻
刻
し
、
標
点
を
施
し
、
さ
ら
に
訓
読
を
付
し

た
も
の
で
あ
る
。

蔡
元
定
は
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
｜
一
二
〇
〇
）
の
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
、
朱
熹
か
ら
友
と
さ
れ
た
人

一
）

物
で
、
特
に
律
暦
象
数
の
学
に
精
通
し
て

二
）

い
た
。
彼
の
著
『
律

呂
新
書
』
は
、
古
の
理
想
の
音
楽
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
経
書
・
史
書
・
子
書
に
散
見
さ
れ
る
楽
律
資
料
を
、
数
理
的
、
と
き
に
は
象
数
的
な
視
点
か
ら

整
理
・
再
検
討
し
た
音
楽
理
論

三
）

書
で
、
後
世
の
楽
律
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
以
後
、
明
・
清
や
朝
鮮
王
朝
・
江
戸
期
の
日
本
に
お
い
て
、
多
く
の
注
釈
書
が
編

ま
れ

四
）

た
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
蔡
元
定
の
説
に
対
す
る
批
判
も
含
め
、
そ
れ
以
降
の
儒
者
の
楽
理
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
理
論
を
踏
ま
え
な
い
も
の
は
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
点
、『
律
呂
新
書
』
は
中
国
楽
律
論
史
上
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
的
存
在
と
言
え
る
。

蔡
氏
の
原
書
そ
の
も
の
は
、
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
元
代
に
は
、
黄
瑞
節
（
生
没
年
不
詳
）
編
『
朱
子
成
書
』（
一
三
四
一
年
成
立
）
に
、『
太
極
図
』

（
周
惇

撰
、
朱
熹
解
）・『
通
書
』（
周
惇

撰
、
朱
熹
解
）・『
西
銘
』（
張
載
撰
、
朱
熹
解
）・『
易
学
啓
蒙
』（
張
載
撰
、
朱
熹
解
）・『
家
礼
』（
朱
熹
撰
）
等
と
と
も

三
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に
収
載
さ
れ
、
明
代
に
な
る
と
、
永
楽
帝
（
在
位
一
四
〇
二
｜
一
四
二
四
）
の
勅
命
に
よ
り
国
家
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
三
大
全
の
一
つ
『
性
理
大
全
』（
一
四
一

五
年
成
立
）
に
、『
朱
子
成
書
』
の
他
の
書
と
と
も
に
収
め

五
）

ら
れ
、
そ
の
後
、『
性
理
大
全
』
が
東
ア
ジ
ア
に
流
布
す
る
の
に
伴
い
、『
律
呂
新
書
』
も
、
中
国
本
土
の

み
な
ら
ず
、
朝
鮮
王
朝
や
江
戸
期
の
日
本
で
広
く
読
ま
れ
る
に
至
っ
た
。

日
本
で
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
『
性
理
大
全
』
の
和
刻
本
が
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
中
村

斎
の
句
読
に
よ
る
『
修
正
律
呂
新
書
』
が
刊
行
さ

れ
、
そ
れ
以
降
、
日
本
で
も
多
く
の
注
釈
書
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
村

斎
は
、
朱
子
学
を
修
め
、
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
｜
一
七
〇
五
）
と
並
び
称
さ
れ
た
人

六
）

物
で
、
特
に
天
文
・
地
理
・
度
量
衡
・
音
律
等
に
精

七
）

通
し
、
四
書
五

経
ば
か
り
で
な
く
、『
性
理
大
全
』
所
収
の
『
太
極
図
』・『
通
書
』・『
西
銘
』・『
易
学
啓
蒙
』・『
家
礼
』
等
と
と
も
に
『
律
呂
新
書
』
に
も
注
釈
を
施
し
た
。
こ
こ
に

と
り
あ
げ
る
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
書
は
、
刊
行
さ
れ
ず
、
写
本
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
執
筆
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

斎
の
弟
子
齋
藤
元
成
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
『
修

正
律
呂
新
書
』
の
跋
文
に
「
是ここ
を
以
て
近
歳

斎
先
生
仲
君
、
慨
然
と
し
て
古
律
中
声
の
以
て
復
た
興
る
べ
き
こ
と
を
庶
幾
す
。
乃
ち
此
の
書
を
『
性
理
大
全
』
中
に

抽
き
て
、
其
の
謬
誤
を
正
し
、
其
の
闕
脱
を
補
ひ
て
、
之
に
訓
点
し
、
且ま
た
そ
の
未
だ
発
せ
ざ
る
所
を

明
し
、
其
の
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
所
を
論
弁
し
て
、
是
れ
が
為

に
別
に
書
数
編
を
筆
記
す
（
是
以

齋
先
生
仲
君
、

然
庶
幾
古
律
中
聲
之
可
以
復
興
。
乃
抽
此
書
性
理
大

中
、
正
其
謬

、
補
其
闕

、
而
訓
點
之
、
且

明

未
發
、
論
辨
其

未
盡
、
爲
是
別
筆
記
書
數

）」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、『
修
正
律
呂
新
書
』
刊
行
当
時
（
一
六
九
七
年
）、
す
で
に
本
書
の
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
知
る
。

江
戸
初
期
の
『
律
呂
新
書
』
に
対
す
る
注
釈
書
に
は
、
ほ
か
に
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
｜
一
六
八
〇
）『
律
呂
新
書
諺
解
』（
成
立
年
代
不
明
、
写
本
）
が
あ
り
、
そ
れ

と
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
と
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
俄
か
に
は
論
じ
が
た
い
が
、
例
え
ば
、
齋
藤
元
成
『
楽
律
要
覧
』（
一
七
〇
七
年
成
立
、
写
本
）
や
鈴
木
蘭

園
（
一
七
四
一
｜
一
七
九
〇
）『
律
呂
弁
説
』（
一
八
一
五
年
成
立
、
刊
本
）
等
は
、

斎
の
論
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
書
が
広
く
流
布
し
た
こ
と
を
勘
案

す
る
と
、
江
戸
期
に
お
け
る
『
律
呂
新
書
』
の
受
容
、
そ
し
て
楽
律
論
の
展
開
を
考
え
る
際
、

斎
の
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
が
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で

八
）

あ
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
中
村

斎
の
他
の
著
書
、『
三
器
通
考
』・『
律
尺
考
験
』
は
、
度
量
衡
研
究
史
上
、
一
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
と
さ
れ
て
い

九
）

る
が
、
こ
の

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
も
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
本
書
は
度
量
衡
研
究
に
お
い
て
も
参
照
す
べ
き
資
料
と
言
え
る
。

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
巻

三
八



ま
た
、
思
想
史
に
お
い
て
は
、
中
村

斎
の
学
問
は
、
独
創
性
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
朱
子
学
の
正
確
な
把
握
に
努
め
て
い
た
と
さ
れ
て
い

十
）

る
が
、
却
っ
て
そ
の
よ

う
な
点
か
ら
、
本
書
は
、『
律
呂
新
書
』
の
理
解
の
た
め
に
、
参
考
に
す
べ
き
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
は
、
中
村

斎
の
学
問
を
知
る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
期
に
お
け
る
『
律
呂
新
書
』
の
受
容
や
楽
律
論
・
度
量
衡
研

究
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
『
律
呂
新
書
』
そ
の
も
の
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
言
え
、
よ
っ
て
、
こ
こ
に
浅
学
菲
才
の
身
を
顧
み
ず
、
翻

刻
・
校
点
並
び
に
訓
読
を
行
う
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
特
に
、
校
点
は
、
日
本
の
儒
者
に
よ
る
楽
律
研
究
の
成
果
を
、
国
外
の
同
学
諸
氏
の
参
考
に
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
諸
賢
の
批
正
を
乞
い
、
今
後
、
補
訂
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。

﹇
註
﹈

一
）
『
宋
史
』
巻
四
百
三
十
四
「
蔡
元
定
伝
」
に
「
朱
熹
の
名
を
聞
き
、
往
き
て
之
を
師
と
す
。
熹
、
其
の
学
を
扣と
ひ
、
大
い
に
驚
き
て
曰
は
く
、「
此
れ
吾
が
老
友
な
り
、
当
に

弟
子
の
列
に
在
る
べ
か
ら
ず
」
と
（
聞
朱
熹
名
、

師
之
。
熹
扣
其
學
、
大
驚
曰
、「
此
吾
老
友
也
、
不
當
在
弟
子
列
。」）」
と
あ
り
、
ま
た
、
朱
熹
の
「
律
呂
新
書
序
」（『
朱

子
文
集
』
巻
四
十
四
）
に
も
「
吾
が
友
、
建
陽
の
蔡
君
元
定
、
季
通
（
吾
友
建
陽
蔡
君
元
季

）」
と
見
え
る
。

二
）

朱
熹
「
跋
蔡
神
与
絶
筆
」（『
朱
子
文
集
』
巻
八
十
三
）
に
「
先
人
（
蔡
発
、
字
は
神
与
。
蔡
元
定
の
父
）
…
…
博
学
強
記
に
し
て
、
高
簡
廓
落
、
…
…
遂
に
易
象
・
天
文
・

地
理
の
三
式
の
説
に
於
い
て
、
通
ぜ
ざ
る
所
無
く
、
而
し
て
皆
、
能
く
其
の
得
失
を
訂
す
。
…
…
季
通
は
乃
ち
能
く

の
志
を
今
日
に
承
け
、
学
行
の
余
、
尤
も
律
暦
に
邃

く
、
討
論
定

し
て
、
遂
に
一
家
の
言
を
成
し
、
千
古
の
誤
り
を
し
て
、
曠
然
と
し
て
一
た
び
新
た
な
ら
し
む
。
而
し
て
其
の
源
流
に
遡
り
て
、
皆
、
明
法
有
り
（
先
人
…
…

博
學
強
記
、
高

廓
落
、
…
…

於
易
象
・
天
文
・
地
理
三
式
之

、
無

不

、
而
皆
能
訂
其
得
失
。
…
…
季

乃
能
承

志
於
今
日
、
學
行
之
餘
、
尤

律

、
討
論
定

、

一
家
之
言
、
使
千
古
之

、
曠
然
一
新
。
而
遡
其
源
流
、
皆

法
）」
と
見
え
る
。

三
）

中
国
で
は
、
音
楽
学
・
音
響
学
の
観
点
か
ら
、『
律
呂
新
書
』
を
取
り
上
げ
た
研
究
が
多
く
、
特
に
、
蔡
元
定
の
調
律
理
論
で
あ
る
、
所
謂
「
十
八
調
理
論
」
に
関
心
が
集

中
す
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
日
本
で
は
、『
律
呂
新
書
』
の
思
想
史
上
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
研
究
が
、
以
下
の
と
お
り
、
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。

小
島
毅
「
宋
代
の
楽
律
論
」（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
九
冊
、
一
九
八
九
年
三
月
）

堀
池
信
夫
「
中
国
音
律
学
の
展
開
と
儒
教
」（
東
京
大
学
中
国
学
会
『
中
国
｜
社
会
と
文
化
』
六
、
一
九
九
一
年
六
月
）

児
玉
憲
明
「
律
呂
新
書
研
究
序
説
｜
朱
熹
の
書
簡
を
資
料
に
成
立
の
経
緯
を
概
観
す
る
｜
」（
新
潟
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
研
究
』
第
八
〇
輯
、
一
九
九
二
年
一
月
）

堀
池
氏
は
、「
彼
の
独
創
は
、
む
し
ろ
「
天
地
の
気
を
も
っ
て
準
と
な
す
」
と
い
う
程

の
思
想
や
、「
声
音
の
道
は
天
地
と
通
ず
」
と
い
う
張
載
の
思
想
を
承
け
て
、
こ
れ
を

技
術
的
に
具
体
化
し
た
点
に
あ
っ
た
」（
上
掲
論
文
一
三
〇
頁
）、「
蔡
元
定
の
方
法
を
全
体
的
に
統
観
す
る
な
ら
ば
、
限
定
さ
れ
た
状
況
下
に
お
い
て
、
哲
学
的
な
理
念
と
技

術
と
の
結
合
を
見
事
に
果
た
し
え
た
も
の
と
し
て
、
拍
手
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」（
上
掲
論
文
一
三
一
頁
）
と
し
、
理
念
と
技
術
の
結
合
と
い
う

点
に
、
そ
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。
児
玉
氏
は
、「
蔡
元
定
の
楽
論
は
そ
の
術
数
的
性
格
の
濃
い
蔡
氏
の
家
学
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今

日
的
な
意
味
で
の
「
楽
理
」
に
の
み
関
心
を
集
中
す
る
な
ら
ば
、『
律
呂
新
書
』
の
真
相
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
」（
上
掲
論
文
七
四
頁
）
と
し
、『
律
呂
新
書
』
の
術
数
的
側

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）

三
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面
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
児
玉
氏
に
は
、
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
『
律
呂
新
書
』
に
関
す
る
論
考
が
あ
る
。
先
の
児
玉
氏
の
論
考
と
と
も
に
、『
律
呂
新
書
』
に
つ
い
て
専
門
的
に
扱
っ
た
稀

少
か
つ
重
要
な
研
究
で
あ
る
。

児
玉
憲
明
「『
律
呂
新
書
』
研
究
｜「
声
気
之
元
」
と
「
数
」
｜
」（
新
潟
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
研
究
』
第
九
五
輯
、
一
九
九
八
年
一
月
）

な
お
、
児
玉
氏
に
は
、
以
下
に
示
す
、『
律
呂
新
書
』
に
対
す
る
現
代
日
本
語
訳
の
労
作
が
あ
り
、
現
在
、
継
続
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

児
玉
憲
明
「
蔡
元
定
律
呂
本
原
詳
解
」（
新
潟
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
二
五
輯
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）

児
玉
憲
明
「
蔡
元
定
律
呂
證
辨
詳
解
（
一
）」（
新
潟
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
三
〇
輯
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

四
）

明
・
清
、
朝
鮮
王
朝
、
江
戸
期
に
お
け
る
、『
律
呂
新
書
』
に
対
す
る
注
釈
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
律
呂
新
書
』
校
点
札
記
（
之
一
）
｜
選
択
版
本
、
兼
論
版
本
系

統
」（
中
国
浙
江
省
文
化
芸
術
研
究
院
『
文
化
芸
術
研
究
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
）
『
性
理
大
全
』
が
『
朱
子
成
書
』
を
底
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「
性
理
大
全
の
成
立
と
朱
子
成
書
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』
第
五

号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

六
）
『
元
禄
太
平
記
』
巻
七
「
今
の
学
者
を
指
折
り
て
み
る
」
に
「
其
徳
行
を
比
べ
て
は
、
伊
藤
は
中
村
が
上
に
立
た
ん
事
か
た
く
、
的
斎
は
源
助
が
下
に
居
ん
事
か
た
く
な
ん

覚
え
け
る
。
さ
て
礼
楽
暦
数
に
於
い
て
は
、
中
村
氏
に
及
ぶ
者
な
し
」
と
あ
る
。

七
）
『
先
哲
叢
談
』
巻
四
に
「

斎
、
凡
そ
学
ぶ
所
通
暁
せ
ざ
る
は
靡
し
。
天
文
・
地
理
・
尺
度
量
衡
の
類
、
皆
能
く
之
を
究
極
す
。
而
し
て
尤
も
礼
に
邃
し
。
…
…
又
音
律
を

審
ら
か
に
す
。
其
の
発
明
す
る
所
の
者
、
当
世
の
達
者
と
雖
も
、
之
に
欽
服
す
（

齋
凡

學
靡
不

曉
。
天
文
地
理
尺
度
量
衡

、
皆
能
究
極
之
。
而
尤

于
禮
。
…
…
又

審
音
律
。
其

發

、
雖
當
世

、
欽

之
）」
と
あ
る
。

八
）

な
お
、
遠
藤
徹
氏
は
、「
徳
川
治
宝
の
時
代
の
音
楽
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
企
画
展
示

楽
器
は
語
る
｜
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
と
君
子
の
楽
｜
』

一
般
財
団
法
人
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
頁
）
に
お
い
て
、
中
村

斎
を
、
江
戸
期
の
楽
律
研
究
史
に
お
け
る
火
付
け
役
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。

九
）

一
ノ
宮
一
男
「
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
度
量
衡
研
究
」（
日
本
科
学
史
学
会
編
『
科
学
史
研
究
』
第

期
第
一
七
巻
（
№
一
二
六
）
一
九
七
八
年
夏
、
七
四
頁
）
で
は
、

「
中
村

斎
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
書
（
引
用
者
注：

林
鵞
峯
『
泣
血
余
滴
』（
一
六
五
二
年
成
立
）
や
中
根
元
圭
『
律
原
発
揮
』（
一
六
九
二
年
成
立
）
等
）
と
同
時
代
の
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
立
さ
れ
た
研
究
方
法
を
持
ち
、
独
自
の
主
張
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
度
量
衡
研
究
史
上
で
は
中
期
に
入
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

十
）

柴
田
篤
・
辺
土
名
朝
邦
『
中
村

斎
・
室
鳩
巣
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
一
二
三
頁
。
該
当
箇
所
は
、
柴
田
氏
に
よ
る
執
筆
）
に
、「
朱
子
学
に
対
し
て
独
創
的
解

釈
を
施
し
た
り
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
思
想
を
構
築
し
た
り
し
た
学
者
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
こ
に
彼
の
朱
子
学
受
容
の
一
つ
の
特
色
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
…
…
そ
こ
に
朱
子
の
様
々
な
著
作
を
十
分
に
読
み
こ
な
し
、
そ
の
哲
学
体
系
を
幅
広
く
し
か
も
正
確
に
理
解
把
握
し
、
こ
れ
を
自
ら
の
言
葉
で
多
く
の
日
本
人
に
な
る

べ
く
平
易
に
語
り
伝
え
よ
う
と
し
た

斎
の
苦
心
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
学
者
の
朱
子
学
理
解
の
最
高
水
準
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
見
え
る
。
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凡

例

一
、
本
稿
の
構
成

１.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
に
は
、『
律
呂
新
書
』
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
を
掲
載
す
る
に
先
立
ち
、『
律
呂
新
書
』
の
本
文
を

掲
げ
た
。
そ
の
際
、
中
村

斎
が
校
訂
し
た
と
さ
れ
る
『
修
正
律
呂
新
書
』
を
用
い
た
。

２.

『
律
呂
新
書
』
と
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
そ
れ
ぞ
れ
を
翻
刻
し
、
そ
こ
に
標
点
を
施
し
、
校
勘
を
行
い
、
書
き
下
し
文
を
付
し
た
。
そ
の
順
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、〔
註
〕
に
つ
い
て
は
、「
凡
例
」
の
「
七
、
出
典
考
証
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
言
及
す
る
。

『
律
呂
新
書
』

本
文
｜
｜

と
表
示

校
勘
｜
｜
〔
校
記
〕
と
表
示

書
き
下
し
文
｜
｜
〔
訓
読
〕
と
表
示

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』

本
文
｜
｜

と
表
示

校
勘
｜
｜
〔
校
記
〕
と
表
示

注
｜
｜
｜
〔
註
〕
と
表
示

書
き
下
し
文
｜
｜
〔
訓
読
〕
と
表
示

二
、
底
本

１.

『
律
呂
新
書
』

底
本
に
は
、
中
村

斎
点
・
齋
藤
元
成
跋
『
修
正
律
呂
新
書
』（
浪
華
書
林
、
大
坂
柏
原
屋
佐
兵
衛
、
元
禄
十
年
跋
、
刊
本
。「
修
正
本
」
と
略
す
）
を
用
い
た
。

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読

四
一

校
点

）

）（
一

新

正
律
呂

修

呂
新
書
説

書

筆
記
律



２.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』

後
述
の
と
お
り
、
数
種
の
写
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
来
歴
が
比
較
的
明
ら
か
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
誤
り
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
以
下

の
写
本
を
底
本
と
し
た
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
、
中
村
習
斎
（
一
七
一
九
｜
一
七
九
九
）
写
本
（「
習
本
」
と
略
す
）

一
）

番
号
「
中
｜
二
九
五
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
蓬
左
文
庫
」・「
祖
先
親
愛
書
至
子
孫
愛
護
厳
禁
典
売
」・「
習
斎
」

ま
た
、
習
本
に
お
け
る
文
字
の
不
鮮
明
な
個
所
に
つ
い
て
は
、
習
本
の
写
し
で
あ
る
以
下
の
写
本
を
参
照
し
た
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
、
中
村
得
斎
（
生
没
年
不
詳
）
編
『
道
学
資
講
』
所
収
（「
得
本
」
と
略
す
）

番
号
「
四
〇
架
一
号
三
八
二
四
一
〜
三
八
二
四
三
」

題

「
道
学
資
講
」

印
記
「
尾
府
文
庫
図
書
」・「
蓬
左
文
庫
」

た
だ
し
、
習
本
・
得
本
の
間
に
、
異
同
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
蓬
本
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
翻
刻
の
方
針

１.

異
体
字
等
は
、
原
則
と
し
て
、
所
謂
正
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
諸
説
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
正
字
と
さ
れ
る
字
体
に
改
め
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

２.

字
形
に
関
し
て
、
厳
密
な
区
別
を
必
要
と
し
な
い
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
正
字
と
さ
れ
る
字
形
に
改
め
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

例：

「

」
は
「
音
」
と
し
た
。

３.

混
用
字
（
形
近
字
）
は
、
原
則
と
し
て
、
正
し
い
字
形
に
改
め
た
。

例：

「
巳
」・「
己
」・「
已
」

「
旦
」・「
且
」

４.

段
落
分
け
・
字
下
げ
等
は
、
原
文
を
尊
重
し
つ
つ
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
適
宜
改
め
た
。
た
だ
し
、
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
。

５.

原
文
に
見
え
る
小
字
双
行
注
は
、
翻
刻
で
は
、
単
行
と
し
、
本
文
よ
り
も
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
記
し
た
。

６.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
の
底
本
に
は
、
上
欄
に
『
修
正
律
呂
新
書
』
や
そ
の
他
参
考
と
な
る
和
刻
本
（『
朱
子
文
集
』・『
朱
子
語
類
』
等
）
等
に
お
け
る
、
該
当
箇

所
の
巻
数
・
丁
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
た
。

７.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
の
底
本
に
は
、
上
欄
や
行
間
に
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
注
釈
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
校
勘
に
関
わ
る
も
の
を
除

き
、
墨
付
き
括
弧
【

】
に
入
れ
、
本
文
の
該
当
箇
所
の
前
、
或
い
は
後
に
組
み
入
れ
、
本
文
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
記
し
た
。
な
お
、
校
勘
に
関
わ
る
も
の
に
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つ
い
て
は
、〔
校
記
〕
に
示
し
た
。

四
、
標
点
の
方
針

１.

標
点
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
に
お
い
て
一
般
に
用
い
ら
れ
る
方
式
に
従
っ
た
。
詳
し
く
は
、「
古
籍
校
点
釈
例
（
初
稿
）」（
中
華
書
局

総
編
輯
弁
公
室
『
書
品
』
一
九
九
一
年
第
四
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２.

『
律
呂
新
書
』
の
句
読
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
付
さ
れ
た
も
の
を
参
考
に
し
、
可
能
な
限
り
、
中
村

斎
の
意
に
沿
う
形
で
施
す
よ
う
に
努
め
た
が
、
底
本
は
句

点
・
読
点
の
区
別
が
厳
密
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
本
稿
で
は
中
国
の
習
慣
に
従
っ
て
句
読
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
底
本
の
句
読
と
異
な
る
個
所
が
あ
る
。

３.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
の
句
読
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
読
点
の
み
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
が
、
適
宜
改
め
た
。

五
、
校
記
に
つ
い
て

１.

『
律
呂
新
書
』

⑴

『
修
正
律
呂
新
書
』
の
跋
文
に
よ
る
と
、
修
正
本
は
、『
性
理
大
全
』
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
律
呂
新
書
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、『
性
理

大
全
』
と
の
校
勘
も
行
っ
た
。
対
校
本
に
は
、『
性
理
大
全
』（
済
南：

山
東
友
誼
書
社
、
一
九
八
九
年
。「
性
理
大
全
」
と

二
）

略
す
）
を
用
い
た
。

⑵

『
修
正
律
呂
新
書
』
に
は
、
上
欄
に
校
記
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
〔
校
記
〕
に
「
修
正
本
眉
批
云
」
と
し
て
示
し
た
。

⑶

『
律
呂
新
書
』
の
冒
頭
に
収
載
さ
れ
た
、
朱
熹
に
よ
る
序
文
の
み
、
朱
子
の
別
集
と
の
校
勘
も
行
っ
た
。
校
勘
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文

集
』（『
四
部
叢
刊
』
所
収

上
海
涵
芬
楼
蔵
嘉
靖
中
刊
本
景
印
。「
朱
子
文
集
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

２.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』

⑴

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
に
は
、
上
欄
や
行
間
に
、
後
世
に
お
け
る
書
き
込
み
見
え
る
が
、
そ
の
う
ち
校
勘
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
〔
校
記
〕
に
示
し
た
。

そ
の
際
、
底
本
に
見
え
る
中
村
習
斎
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「

齋
云
」
と
し
、
対
校
本
に
も
共
通
し
て
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を

明
記
し
た
。
ま
た
、
対
校
本
の
み
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
重
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
を
示
し
た
。

⑵

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
の
校
勘
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
本
を
対
校
本
と
し
て
用
い
た
。

四
三

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）



小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
蔵
、
順
造
館
（
小
浜
藩
藩
校
）
旧
蔵
（「
順
本
」
と
略
す
）

番
号
「
七
六
八
｜
二
二
四
」

題

「
筆
記
律
呂
」

印
記
「
順
造
館
蔵
書
記
」

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
（「
慶
本
」
と
略
す
）

番
号
「
一
八
四
｜
一
九
」

題

「
律
□
□
□
筆
記
」

印
記
「
岡
澤
寄
附
」・「
岡
澤
蔵
書
」・「
慶
應
義
塾
図
書
館
印
」・「
□
□
□
文
」（「
題

と
印
記
の

「
□
」
は
欠
損
、
ま
た
は
不
鮮
明
な
文
字
を
表
す
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
杉
原
心
斎
（
？
｜
一
八
六
八
）
旧
蔵
（「
心
本
」
と
略
す
）

番
号
「
一
〇
二
｜
一
五
九
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
島
田
翰
読
書
記
」・「
心
斎
」・「
緑
静
堂
図
書
章
」・「
帝
国
図
書
館
蔵
」

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
（「
狩
本
」
と
略
す
）

番
号
「
第
五
門
三
〇
二
五
〇
｜
一
冊
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
東
北
帝
国
大
学
図
書
印
」・「
東
北
帝
国
大
学
図
書
」

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
、
明
徳
館
（
秋
田
藩
藩
校
）
旧
蔵
（「
明
本
」
と
略
す
）

番
号
「
第
五
門
一
六
八
四
五
｜
三
冊
」

題

「
筆
記
律
呂
」

印
記
「
東
北
帝
国
大
学
図
書
印
」・「
明
徳
館
図
書
章
」・「
荒
井
泰
治
氏
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
購

入
セ
ル
文
学
博
士
狩
野
亨
吉
氏
旧
蔵
書
」・「
狩
野
氏
図
書
記
」・「

軒
進
藤
氏
図
書
記
」

日
本
学
士
院
蔵
、
廣
田
顕
三
旧
蔵
（「
学
本
」
と
略
す
）

番
号
「
第
七
門
｜
七

六
九
六
七
」「
第
四
六
六
五
号
」「
第
二
六
五
一
号
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
帝
国
学
士
院
図
書
之
印
」

北
海
学
園
北
駕
文
庫
蔵
（「
北
本
」
と
略
す
）

番
号
「
音
楽
二
二
」

題

「
律
呂
新
書
」

印
記
「
語
一
楼
蔵
書
」・「
北
海
学
園
大
学
・
北
駕
文
庫
・
図
書
」（
た
だ
し
、
三
巻
の
う
ち
上
中
巻
を
存
す
る

の
み
）

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
、
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
（「
昌
本
」
と
略
す
）

番
号
「
一
六
｜
五
八
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
経
説
子
解
」・「
学
問
所
改
」・「
前
田
氏
尊
経
閣
図
書
記
」

宮
城
県
図
書
館
蔵
、
大
槻
平
泉
（
一
七
七
三
｜
一
八
五
八
）
旧
蔵
（「
平
本
」
と
略
す
）

番
号
「
Ｍ
七
六
八
｜
ヒ
一
｜
三
・
一
〜
三
・
三
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
宮
城
県
図
書
館
蔵
書
印
」・「
平
泉
」
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以
上
の
ほ
か
に
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
編
『
新
潟
県
立
新
潟
図
書
館
漢
籍
分
類
目
録

新
発
田
市
立
図
書
館
漢
籍
分
類
目

録
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
に
拠
る
と
、
新
発
田
市
立
図
書
館
所
蔵
本
が
あ
る
が
、
二
〇
一
二
年
十
一
月

現
在
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

３.

校
勘
の
原
則

⑴

『
律
呂
新
書
』・『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
共
通

イ
、
底
本
に
誤
り
が
あ
り
、
対
校
本
が
正
し
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
対
校
本
に
よ
っ
て
底
本
の
原
文
を
改
め
、
そ
の
旨
を
〔
校
記
〕
に
明
記

す
る
。

ロ
、
底
本
と
対
校
本
が
異
な
り
、
そ
の
優
劣
の
判
断
が
難
し
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
底
本
に
従
い
、〔
校
記
〕
に
文
字
の
異
同
を
明
記
す
る
。

ハ
、
底
本
・
対
校
本
と
も
に
誤
り
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
底
本
の
原
文
を
改
め
、
そ
の
根
拠
等
を
〔
校
記
〕
に
明
示
す
る
。

ニ
、
底
本
が
疑
わ
し
く
も
、
正
誤
の
判
断
が
難
し
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
底
本
に
従
い
、〔
校
記
〕
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る
。

ホ
、
原
文
に
お
け
る
引
用
文
が
、
通
行
の
原
典
資
料
と
異
な
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、〔
校
記
〕
に
は
示
さ
ず
、
底
本
も
改
め
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
異
同

に
よ
っ
て
、
原
文
の
解
釈
に
支
障
を
来
す
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
原
典
に
従
っ
て
文
字
を
改
め
、〔
校
記
〕
に
明
記
す
る
。

⑵

『
律
呂
新
書
』

底
本
（
修
正
本
）
と
対
校
本
（『
性
理
大
全
』・
序
文
の
み
『
朱
子
文
集
』）
と
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
異
体
字
を
除
き
、
そ
の
程
度
の

差
に
か
か
わ
ら
ず
〔
校
記
〕
に
明
記
す
る
。

⑶

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』

イ
、
底
本
と
対
校
本
の
差
異
が
わ
ず
か
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
同
義
語
、
類
義
語
等
）
に
は
、
原
則
と
し
て
、
底
本
に
従
い
、〔
校
記
〕
に
も
明
記
し
な
い
。

ロ
、
底
本
が
正
し
く
、
対
校
本
に
誤
り
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
底
本
に
従
い
、〔
校
記
〕
に
も
示
さ
な
い
。

ハ
、
⑴
の
「
ホ
」
に
示
し
た
と
お
り
、
原
文
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
原
典
資
料
と
の
校
勘
は
行
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
本
稿
（
一
）
で
扱
う
範
囲
の
う

ち
、「
朱
子
曰
」
か
ら
「
不
盡
載
也
」
ま
で
（『
朱
子
文
集
』・『
朱
子
語
類
』・
黄
瑞
節
説
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
る
個
所
）
は
、
実
際
に
は
、
す
べ
て
『
性
理
大

全
』
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、『
律
呂
新
書
』
本
文
に
準
じ
て
、
原
則
⑵
に
従
い
、『
性
理
大
全
』
と
の
校
勘
も
行
う
。
た
だ
し
『
朱
子
文
集
』・

四
五

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）



『
朱
子
語
類
』
等
と
の
校
勘
は
、
⑴
の
「
ホ
」
の
原
則
ど
お
り
行
わ
な
い
。

六
、
訓
読
の
方
針

１.

『
律
呂
新
書
』・『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
共
通

⑴

丸
括
弧
（

）
内
に
、
書
名
・
人
名
・
生
没
年
・
現
在
の
地
名
・
西
暦
等
を
適
宜
補
っ
た
。

⑵

原
文
に
お
け
る
小
字
双
行
注
は
、
山
括
弧

に
入
れ
て
示
し
た
。

２.

『
律
呂
新
書
』

⑴

訓
点
は
、
底
本
に
施
さ
れ
た
も
の
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
た
が
、
表
記
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
般
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
訓
読
法
に
適
宜
改
め
た
。

例：

為す
↓
為な
す

ま
く
欲
す
↓
せ
ん
と
欲
す

猶
を
↓
猶
ほ

⑵

底
本
に
は
、
送
り
仮
名
に
省
略
が
見
え
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
文
脈
を
踏
ま
え
て
、
適
宜
補
っ
た
。

⑶

底
本
は
、
句
点
・
読
点
の
区
別
が
厳
密
で
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
文
脈
を
踏
ま
え
て
、
適
宜
改
め
た
。

⑷

振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
も
と
も
と
付
さ
れ
た
も
の
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
、
校
注
者
が
、
文
意
や
送
り
仮
名
等
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
ひ
ら
が
な
で
示
し
た
。

３.

『
筆
記
律
呂
新
書
説
』

学
本
・
慶
本
・
狩
本
・
明
本
に
は
、
訓
点
が
部
分
的
に
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
適
宜
参
照
し
た
が
、
誤
り
が
多
い
た
め
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
に
従
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

七
、
出
典
考
証
に
つ
い
て

「
校
勘
の
原
則
」
で
示
し
た
と
お
り
、
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
原
典
と
『
律
呂
新
書
』・『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
に
お
け
る
引
用
文
と
の
異
同
を
逐

一
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
し
、
本
稿
（
一
）
に
お
け
る
、『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
に
引
用
さ
れ
た
陳
仁
錫
（
一
五
八
一
｜
一
六
三
六
）
の
『
皇
明
世
法
録
』

に
関
し
て
は
、〔
註
〕
と
し
て
出
典
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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『
皇
明
世
法
録
』
巻
二
十
三
・
二
十
四
「
楽
律
」
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
王
邦
直
（
一
五
一
三
｜
一
六
〇
〇
）『
律
呂
正
声
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
今
回
、『
筆
記

律
呂
新
書
説
』
に
お
い
て
「
世
法
録
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
個
所
も
、
す
べ
て
『
律
呂
正
声
』
の
文
で
あ
る
が
、
こ
の
『
律
呂
正
声
』
の
文
自
体
が
、
実
は
楽
律

に
関
す
る
様
々
な
資
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
意
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
所
と
文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
出
典
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

﹇
註
﹈

一
）

所
蔵
機
関
に
よ
っ
て
、
請
求
番
号
・
整
理
番
号
・
配
架
番
号
等
、
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
「
番
号
」
と
表
記
し
、
文
献
本
体
や
目
録

に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
示
し
た
。
以
下
、
同
じ
。

二
）

本
書
は
影
印
本
で
あ
る
が
、
底
本
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
書
影
よ
り
、
明
内
府
刻
本
の
影
印
と
考
え
ら
れ
る
。

本

文

律
呂
新
書
序

古

之

久
矣
。
然
秦

之
間
去

未

其

與
聲

存

。
故
其

雖
不
行
於
當
世

而
其
爲
法

未

異
論
也
〔
一
〕
。

于
東

之
末

以
接
西
晉
之
初

則
已

多

矣
。

魏
、

、
齊
、
隋
、

五
季

論

愈
多

而
法
愈
不
定
。
爰

我

功

治
定

禮
宜

作
〔
二
〕
。
建
隆
、
皇
祐
、
元
豐
之
間

蓋
亦
三
致
意
焉
。
而
和
、
胡
、

、
李
、
范
、
馬
、
劉
、
楊

賢
之
議

不
能
以
相
一
也
。
而
況
於

崇
、
宣
之
季

姦
諛
之
會

涅
之
餘

而
能

以
語
夫
天
地
之
和
哉
。
丁
未
南
狩

今
六
十
年

神
人
之
憤

未

是
固
不
遑
於
稽

古
禮
文
之
事
〔
三
〕
。
然
學
士
大
夫
因
仍

陋

無
復
以
鐘
律
爲
意

〔
四
〕

則
已
甚
矣
。

吾
友
建
陽
蔡
君
元
定
季

當
此
之
時

乃
獨
心
好
其

而
力
求
之
。
旁

取

細
不
捐

積
之
累
年

乃
若
冥

。

書
兩

凡
若
干
言
。
予
嘗
得
而
讀
之
。
愛
其

白
而
淵
深

密
而

暢

不
爲
牽
合
傅
會
之
談

而

曲
直

如
珠
之
不
出
於
盤
。
其
言
雖

律
呂
新
書
説
』

四
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多
出
於

世
之

未

而
實
無
一
字
不
本
於
古
人
已
試
之

法
。
蓋
若

鐘
圍

之
數
〔
五
〕

則

之
積
分
可

〔
六
〕

寸
以
九
分
爲
法

則

淮
南
、
太
史
〔
七
〕
、
小
司
馬
之

可
推

五
聲
二
變
之
數

變
律

聲
之
例

則
杜
氏
之

典
具
焉

變
宮
變

之
不
得
爲

則
孔
氏
之
禮
疏

因
亦
可
見
。
至
於
先
求
聲
氣
之
元

而
因
律
以
生
尺

則
尤

謂
卓
然

而
亦
班
班

見
於
兩

之
制
〔
八
〕
、
蔡

之

與
夫
國

會

以

子
、
張
子
之
言
。

讀

不
深
考

其
間
雖
或

得
於
此
〔
九
〕

而
又
不
能
無
失
於
彼
。
是
以
晦
蝕
紛

無
復
定
論
。
大
抵
不
拘
攣
於

熟
見
聞
之

肆
其
胸
臆

爲

穴
而
無

據
依
。
季

乃
能
奮
其
獨
見

超
然

爬
梳
剔
抉

參
互

〔
一〇〕

用
其

生
之

力
〔
一一〕

以
至
於
一
旦
豁
然
而
融
會
貫

焉
。
斯
亦
可
謂

矣
。

其

論

則
又
能
推
原
本
根

比

條
理

撮
取
機

〔
一二〕

究

不

爲

詞
濫

以

於
其
間

亦
庶
幾
乎
得
書
之
體

。

予
謂
國
家
行
且
平
定
中
原

以
開
中
天
之

必
將
審
音
協
律

以
諧
神
人
。
當
是
之
時
〔
一三〕

詔
典
領
之
臣

能
得
此
書
而
奏
之

則

東
京
郊
廟
之

將
不
待
公
孫

之
瞽
師
而
後
備

而
參

四
分
之
書

亦
無
待
乎
後
世
之
子
雲
而
後
知
好
之
矣
。
抑
季

之
爲
此
書

詞

理

初
非

讀
。
而
讀
之

未

已
欠
伸
思
睡
。
固
無
由
了
其

趣
。
獨
以
予
之
頑
鈍
不

〔
一四〕

乃
能
熟
復
數

而
僅
得

其
指
意
之
彷
彿
〔
一五〕
。
季

於
是
亦
許
予
爲
能
知
己
志

〔
一六〕
。
故
屬
予
以
序
引

而
予
不
得
辭
焉
。
季

更
欲
均

族
〔
一七〕

被
之
管
絃
〔
一八〕

別
爲

書

以
究
其
業

而
又
以
其
餘
力

發
揮
武
侯
六
十
四
陳
之
圖
〔
一九〕

正

氏
皇
極
經
世
之

以
大
備
乎
一
家
之
言
。
其
用
意
亦
健

矣
。
予
雖
老

見
之
〔
二〇〕

則
亦
豈
非
千
古
之
一
快
也
哉

淳
熙
丁
未
正

朔
旦

新
安
朱
熹
序
。

〔
校
記
〕

〔
一
〕

而
其
爲
法

未

異
論
也

「
未
」
下

朱
子
文
集
有
「
容
」
字
。

〔
二
〕

禮
宜

作

「
禮
」

朱
子
文
集
作
「
理
」。
修
正
本
眉
批
云

「「
禮
」

文
集
作
「
理
」。」

〔
三
〕

是
固
不
遑
於
稽
古
禮
文
之
事

「
遑
」

性
理
大

作
「
皇
」。

〔
四
〕

無
復
以
鐘
律
爲
意

「
鐘
」

朱
子
文
集
作
「
鍾
」。

〔
五
〕

蓋
若

鐘
圍

之
數

「
鐘
」

朱
子
文
集
作
「
鍾
」。

〔
六
〕

則

之
積
分
可

「

」

朱
子
文
集
作
「
考
」。

四
八
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〔
七
〕

太
史

「
太
」

原
作
「
大
」

據
性
理
大

、
朱
子
文
集
改
。

〔
八
〕

而
亦
班
班

見
於
兩

之
制

「
制
」

朱
子
文
集
作
「
志
」。

〔
九
〕

其
間
雖
或

得
於
此

「
此
」
下

朱
子
文
集

「

」
字
。

〔
一〇〕

參
互

「

」

朱
子
文
集
作
「
考
」。

〔
一一〕

用
其

生
之
力

「

」

朱
子
文
集
作
「
平
」。

〔
一二〕

撮
取
機

「
撮
取
」

朱
子
文
集
作
「
管
括
」。

〔
一三〕

當
是
之
時

「
是
」

朱
子
文
集
作
「
此
」。

〔
一四〕

獨
以
予
之
頑
鈍
不

「
鈍
」

性
理
大

作
「
頓
」。

〔
一五〕

而
僅
得
其
指
意
之
彷
彿

「
其
」

朱
子
文
集
無
此
字
。「
彷
彿
」

性
理
大

作
「

佛
」。

〔
一六〕

季

於
是
亦
許
予
爲
能
知
己
志

「
於
」

朱
子
文
集
作
「
以
」。

〔
一七〕

季

更
欲
均

族

「
族
」

朱
子
文
集
作
「
奏
」。

〔
一八〕

被
之
管
絃

「
管
」

朱
子
文
集
作
「

」。「
絃
」

性
理
大

作
「
弦
」。

〔
一九〕

發
揮
武
侯
六
十
四
陳
之
圖

「
陳
」

朱
子
文
集
作
「
陣
」。

〔
二〇〕

見
之

「

」

性
理
大

作
「
黨
」。

〔
訓
読
〕

古
楽
の
亡
び
た
る
こ
と
久
し
。
然
れ
ど
も
秦
漢
の
間
、
周
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
、
其
の
器
と
声
と
、
猶
ほ
存
す
る
者
有
り
。
故
に
其
の
道
、
当
世
に
行
は
れ

ず
と
雖
も
、
而
も
其
の
法
た
る
こ
と
猶
ほ
未
だ
異
論
有
ら
ず
。
東
漢
の
末
よ
り
、
以
て
西
晋
の
初
め
に
接
す
る
に
逮
び
て
は
、
則
ち
已
に
浸
や
く
説
多
し
。
魏
・
周
・

斉
・
隋
・
唐
五
季
を
歴
て
、
論
ず
る
者
愈
〻
多
く
し
て
、
法
愈
〻
定
ま
ら
ず
。
爰
に
我
が
朝
に
及
び
て
、
功
成
り
治
定
ま
り
て
、
礼
宜
作お
こ
る
こ
と
有
り
。
建
隆
（
九

六
〇
｜
九
六
三
）・
皇
祐
（
一
〇
四
九
｜
一
〇
五
四
）・
元
豊
（
一
〇
七
八
｜
一
〇
八
五
）
の
間
、
蓋
し
亦
た
三
た
び
意
を
致
せ
り
。
而
る
に
和
（
和

、
九
三
三
｜
九

八
八
）・
胡
（
胡

、
九
九
三
｜
一
〇
五
九
）・

（

逸
、
生
没
年
不
詳
）・
李
（
李
照
、
生
没
年
不
詳
）・
范
（
范
鎮
、
一
〇
〇
八
｜
一
〇
八
八
）・
馬
（
司
馬
光
、

四
九

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）



一
〇
一
九
｜
一
〇
八
六
）・
劉
（
劉
几
、
一
〇
〇
八
｜
一
〇
八
八
）・
楊
（
楊
傑
、
生
没
年
不
詳
）
の
諸
賢
の
議
、
終
に
以
て
相
一
な
る
こ
と
能
は
ず
。
而
る
を
況
ん
や

崇
宣
の
季すゑ
・
姦
諛
の
会
・

涅
の
余
に
於
い
て
、
能
く
以
て
夫
の
天
地
の
和
を
語
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
丁
未
（
一
一
二
七
）
に
南
狩
し
て
、
今
六
十
年
、
神
人
の
憤
イキドホリ、

猶
ほ
未
だ
ノ

び
ざ
る
こ
と
有
り
、
是
れ
固
に
古
の
礼
文
の
事
を
稽
ふ
る
に
遑
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
学
士
・
大
夫
、
因
仍
簡
陋
に
し
て
、
遂
に
復
た
鐘
律
を
以
て
意
と
為

す
者
無
き
は
、
則
ち
已
甚
ハナハダ

し
。

吾
が
友
、
建
陽
（
現
在
の
福
建
省
建
陽
）
の
蔡
君
元
定
、
季
通
、
此
の
時
に
当
た
り
て
、
乃
ち
獨
り
心
に
其
の
説
を
好
み
て
、
力つと
め
て
之
を
求
む
。
旁アマネく
捜
り
遠
く

取
り
て
、
巨
細
捐
て
ず
、
之
を
積
む
こ
と
累
年
に
し
て
、
乃
ち
冥
契
す
る
が
ご
と
し
。
書
を
著
す
こ
と
両
巻
、
凡
て
若
干
言
。
予われ
嘗
て
得
て
之
を
読
む
。
其
の
明
白
に

し
て
淵
深
、

密
に
し
て
通
暢
、
牽
合
傅
会
の
談
を
為
さ
ず
し
て
、
横
斜
曲
直
、
珠
の
盤
を
出
で
ざ
る
が
ご
と
く
な
る
こ
と
を
愛
す
。
其
の
言
多
く
近
世
の
未
だ
講
ぜ

ざ
る
所
に
出
づ
と
雖
も
、
而
も
実
に
一
字
も
古
人
已
に
試
む
る
の
成
法
に
本
づ
か
ざ
る
こ
と
無
し
。
蓋
し
黄
鐘
囲

の
数
の
ご
と
き
は
、
則
ち
漢

の
積
分

ふ
べ

し
、
寸
、
九
分
を
以
て
法
と
為
す
こ
と
は
、
則
ち
『
淮
南
』（『
淮
南
子
』）・
太
史
（
司
馬
遷
、
前
一
四
五
｜
前
八
六
）・
小
司
馬
（
司
馬
貞
、
生
没
年
不
詳
）
の
説
推

す
べ
し
、
五
声
二
変
の
数
、
変
律
半
声
の
例
は
、
則
ち
杜
氏
（
杜
祐
、
七
三
五
｜
八
一
二
）
の
『
通
典
』
具
は
れ
り
、
変
宮
・
変
徴
の
調
た
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
、
則

ち
孔
氏
（
孔
穎
達
、
五
七
四
｜
六
四
八
）
の
『
礼
疏
』（『
礼
記
』「
礼
運
」
疏
）
因
り
て
亦
た
見
る
べ
し
。
先
づ
声
気
の
元
を
求
め
て
、
律
に
因
り
て
以
て
尺
を
生
ず

る
に
至
り
て
は
、
則
ち
尤
も
所
謂
卓
然
た
る
者
に
し
て
、
亦
た
班
班
と
し
て
両
漢
の
制
・
蔡

（
一
三
三
｜
一
九
二
）
の
説
と
、
夫
の
『
国
朝
の
会
要
』
と
に
雑
り
見

え
て
、
以
て
程
子
（
程

、
一
〇
三
二
｜
一
〇
八
二
・
程
顥
、
一
〇
三
三
｜
一
一
〇
七
）・
張
子
（
張
載
、
一
〇
二
〇
｜
一
〇
七
七
）
の
言
に
及
ぶ
。
顧
み
る
に
読
む

者
深
く
考
へ
ず
、
其
の
間
或
い
は
此
れ
に
得
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
而
も
又
彼
に
失
ふ
こ
と
無
き
こ
と
能
は
ず
。
是ここ
を
以
て
晦
蝕
紛

し
て
、
復
た
定
論
無
し
。
大

抵
、
習
熟
見
聞
の
近
き
に
拘
攣
せ
ざ
れ
ば
、
即
ち
其
の
胸
臆
を
肆
ま
ま
に
し
、
妄
に

穴
す
る
こ
と
を
為
し
て
拠
り
依
る
所
無
し
。
季
通
乃
ち
能
く
其
の
独
見
を
奮

ひ
、
超
然
と
し
て
遠
く
覧ミ
、
爬
梳
剔
抉
し
、
参
互
考
尋
し
て
、
其
の
半
生
の
力
を
用
ひ
て
、
以
て
一
旦
豁
然
と
し
て
融
会
貫
通
す
る
に
至
れ
り
。
斯
れ
亦
た
謂
ふ
べ

し
、
勤
た
り
と
。
其
の
論
を
著
す
に
及
び
て
は
、
則
ち
又
能
く
本
根
に
推
し
原
づ
け
、
条
理
を
比
べ
次つい
で
、
機
要
を
撮ツ
み
取
り
、
精
微
を
あき

ら
め
究
め
、
浮
詞
濫
説
を

為つく
り
て
以
て
其
の
間
に

乱
せ
ず
、
亦
た
書
の
体
を
得
る
者
に
庶チ
幾カ
し
。

予
謂
ら
く
国
家
行
且
ゆくゆく

中
原
を
平
定
し
て
、
以
て
中
天
の
運
を
開
か
ば
、
必
ず
将
に
音
を
審
ら
か
に
し
律
を
協ととのへ
て
、
以
て
神
人
を
諧ヤハラげ
ん
と
せ
ん
。
是
の
時
に
当
た

り
て
、
詔
を
受
け
て
典
領
す
る
の
臣
、
能
く
此
の
書
を
得
て
之
を
奏
せ
ば
、
則
ち
東
京
の
郊
廟
の
楽
、
将
に
公
孫
述
（
？
｜
三
六
）
の
瞽
師
を
待
た
ず
し
て
後
に
備
は

り
、
而
し
て
参

四
分
の
書
も
、
亦
た
後
世
の
子
雲
（
揚
雄
、
前
五
三
｜
一
八
）
を
待
つ
こ
と
無
く
し
て
後
に
之
を
好
む
こ
と
を
知
ら
ん
と
せ
ん
。
抑
〻
季
通
の
此
の

五
〇
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書
を
為つく
れ
る
、
詞
約つづ
ま
や
か
に
、
理
明
ら
か
に
し
て
、
初
め
よ
り
読
み
難
き
に
非
ず
。
而
れ
ど
も
之
を
読
む
者
、
往
往
未
だ

を
終
ふ
る
に
及
ば
ず
し
て
、

ち
已
に

欠
伸
し
て
睡
ら
ん
こ
と
を
思
ふ
。
固
に
其
の
帰
趣
を
了
す
る
に
由よし
無
し
。
独ひそかに
予
が
頑
鈍
不
敏
な
る
を
以
て
、
乃
ち
能
く
熟
復
数
過
し
て
、
僅
か
に
其
の
指
意
の
彷
彿

た
る
こ
と
を
得
た
り
。
季
通
是
に
於
い
て
亦
た
予
に
許
し
て
、
能
く
己
が
志
を
知
る
者
と
為
す
。
故
に
予
に
属
す
る
に
序
引
を
以
て
し
て
、
予
辞
す
る
こ
と
を
得
ず
。

季
通
更
に
節
族ソウ
を
均
調
し
て
、
之
を
管
絃
に
被カウムら
し
め
、
別
に
楽
書
を
為つく
り
て
、
以
て
其
の
業
を
究
め
、
而
し
て
又
其
の
余
力
を
以
て
武
侯
（
諸
葛
亮
、
一
八
一
｜
二

三
四
）
の
六
十
四
陳
の
図
を
発
揮
し
（『
八
陣
図
説
』）、

氏
（

雍
、
一
〇
一
一
｜
一
〇
七
七
）
の
『
皇
極
経
世
』
の
歴
を
緒
正
し
て
（『
皇
極
経
世
指
要
』）、
以
て

大
い
に
一
家
の
言
を
備
へ
ん
と
欲
す
。
其
の
意
を
用
ふ
る
こ
と
亦
た
健
な
り
。
予
、
老
病
せ
り
と
雖
も
、

し
之
を
見
る
に
及
ば
ば
、
則
ち
亦
た
豈
に
千
古
の
一
快
に

非
ざ
ら
ん
や
。
淳
熙
丁
未
（
一
一
八
七
）
正
月
朔
旦
、
新
安
（
現
在
の
江
西
省

源
）
の
朱
熹
序
す
。

筆
記
律
呂
新
書

上

序

建
隆
、
皇
祐
、
元
豐
之
間

和
、
胡
、

、
李
、
范
、
馬
、
劉
、
楊

賢
之
議
〔
一
〕

欽
按

宋
太

建
隆
中

太
常
寺
和

承
詔
議

律
。
自
仁
宗
皇
祐
至
神
宗
元
豐
之
間

胡

、

、
李
照
、
范
鎭
〔
二
〕
、
司
馬
光
、

劉
几
、
楊
傑
等
相

與

議
。

崇
、
宣
之
季

姦
諛
之
會

涅
之
餘

崇

、
宣
和
爲
徽
宗
之
季
世
。
姦
諛
之
會

指
時
相
蔡
京
、
太
司

劉

等
。

涅
之
餘

是
方
士
魏

津
。

津
以
帝
指
寸
制
律

。

謂
太
晟

是
也
〔
三
〕
。【
語

九
十
二

「
徽
宗
時

一

卒
魏

津

一
部

皆
杜
撰
也
。
今
太
學
上
丁
用

是
此

。」】

之
積
分

淮
南
、
太
史
、
小
司
馬
之

杜
氏
之

典

孔
氏
之
禮
疏

見
本
書
下

。

劉
安
淮
南
子
、
太
史
公
律
書
、

司
馬
貞
史
記
索

。
貞
世

小
司
馬
。

杜
佑

典
、
孔
穎

禮

正

義
。

國

會

律
呂
新
書
説
』（

五
一

校
点
『
筆
記

附
訓
読
）（
一
）

筆
記
律
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文

考
云

「
三

國

會

一
百
五
十

。
晁
氏
曰

「
皇

章
得
象

天

中

被
詔
以
國

故
事
、
因
革
制
度

。」

六

國

會

三
百

。
晁
氏
曰

「
神
宗

以
會

止
於
慶

命
王
珪
續
之
。

於
建
隆
之
元
迄
于
熙

十
年

舊
書

損

是

書
〔
四
〕
。」」

爬
梳
剔
抉
〔
五
〕

謂
爬
梳
紛

剔
抉
固
結

。
韓
文
云

「
爬
羅
剔
抉

刮
垢

光
。」

公
孫

之
瞽
師

後

光
武
紀

「
建
武
十
三
年

州
傳

公
孫

瞽
師
、
郊
廟

、
葆
車
、
輿
輦

於
是
法
物
始
備
。」

參

四
分
之
書
〔
六
〕

按

此
指
太
玄
經
。

楊
雄
傳

「
大

思
渾
天

【

書
註
云

「

深
也
。
渾
天

天
象
也
。」】
參

而
四
分
之
。」
蘇
林

云

「
三
析
而

四
分
天
之
宿
度
甲
乙
也
〔
七
〕
。」

待
後
世
之
子
雲

韓
文
與

宿
論
文
書
云

「
昔
楊
子
雲

太
玄

人
皆
笑
之
。
子
雲
之
言
曰

「
世
不
我
知

無

也
。
後
世

楊
子
雲

必
好
之
矣
。」
子

雲
死

千
載
。
竟
未

楊
子
雲

可
歎
也
。」
楊
子
本
語
未
考

出
。

族
族

去
聲
。
與
「
蔟
」

。
太
蔟
之
蔟
。

志

云

「
奏
也
。」
大
學
衍
義
補
引
此
序
亦
作
「

奏
」。

【
此
一
條
見
于
文
集
跋
蔡
神
與

筆
。】
朱
子
曰

「
蔡
神
與

名
發

博
學
強
記

高

廓
落

不
能
與
世
俗
相
俯
仰
。
因
去

四
方

聞
見

廣
。

於
易
象
、
天
文
、
地
理
三
式
【
三
式

天
、
地
、
人
。】
之

無

不

而
皆
能
訂
其
得
失
。
杜
門

軌

專
以
讀
書
敎

子
爲
事

季

生
十
年

使
讀
西
銘
〔
八
〕
。
稍
長

則
示
以

子
語

〔
九
〕
、

子
經
世
〔
一〇〕
、
張
子
正
蒙
〔
一一〕

而
語
之
曰

「
此
孔
孟
正

也
。」
季

承

志

學
行
之
餘

尤

律

〔
一二〕

討
論
定

一
家
之
言

使
千
古
之

然
一
新
〔
一三〕
。
而
遡
其
源
流

皆

法
。
是
亦
足
以
顯
其
親
於
無
窮
矣
。」

五
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
巻



【
此
二
條

語

部
。】
○
季

律
書
法
度
甚

〔
一四〕
、

世

儒
皆
莫
能

。
○
季

律
書
不
是
臆

〔
一五〕

自

按
據
。

【
安
按

見
大

。】

氏
瑞

曰

「
律
呂
書

蓋
朱
、
蔡
師
弟
子
相
與

之

。
朱
子

與
西
山
書
云

「
但
用
古
書
古
語
或

疏

而
以
已
意
附
其
下
方
。
甚

而
極

盡
。
學

一

可
得
梗

。
其
他
推

之
泛
濫
、
旁
證
之
異
同
〔
一六〕

不
盡
載
也
。」」

○
又
瓊
山
丘
氏
曰

「
此
書
之
作

雖
由
蔡
氏

而
皆
本
其
師
也
。

朱
氏
與
元
定
書
曰

「
但
用
古
書
古
語
云
云
」。
今

其
書
以

無
一
不
如
其
師

敎

謂
「
甚

而
極

盡
」

一
言
以
蔽
之
矣
。」

鐘
律
名
義

呂
氏
春
秋
曰

「
昔

帝
令
伶
倫
作
律
。
又
命
伶
倫
與
榮
將
鑄
十
二
鐘

以
和
五
音
。」
蔡

令
章
句
曰

「
律

也

聲
之

管
也
。
上
古

人
本
陰
陽

別
風
聲

審
淸
濁

而
不
可
以
文
載
口
傳
也
。
於
是
始
鑄
金
作
鐘

以

十
二

之
聲

然
後
以
效
升
降
之

氣

鐘

分
別

乃
截
竹
爲
管

謂
之
律
。」
臨
川

氏
曰

「
十
二
鐘
之
聲
由
律
而

十
二
律
之
名
則
由
鐘
而
得
也
〔
一七〕
。」

陳
仁
錫
世
法

云

「
律
呂
之
義
①

家
之

不
同
。
爾

曰

「
律
謂
之
分
」

郭

註
云

「
律
管

以
分
氣

也
。」
春
秋
元
命

苞
曰

「
律
之
爲
言

也
。

以

氣
令

也
。」

云

「

也
。」
蔡

令

曰

「
律

也

聲
之
管
也
。
截
竹
爲
管
曰

律

爲
淸
濁
之

也
。」
一
曰

「
律

法
也

言
陽
氣
與
陰
氣
爲
法
②

。
呂

侶
也

言
陰
爲
陽
之
侶
也
③

。
總
言
陰
陽
皆

律

故
謂
之

十
二
律
④

。」
一
曰

「
律

也
。

以

陽
氣
也
⑤

。
呂

助
也
。
言
陰
氣
助
陽
宣
氣
⑥

。
以
其
皆

陽
氣

而
上
下

焉
。

以
均
謂

之
十
二
律
也
⑦

。」
是
故
十
二

⑧

分
陰
陽

陰
陽
各
六

是
以
聲
音
之

十
二
鐘

鐘
當
一

六
鐘
陰
聲

六
鐘
陽
聲
。
聲
之

律
是
而
出

故
謂
之
六
律
。
不
言
呂

陽
統
陰
也
⑨

。
六
律
亦
謂
之
六
始

始
六
陰
也
。
六
呂
謂
之
六
間

間
六
陽
也
。
亦
謂
之
六

同

同
六
陽
也
。
然
陽
盡
變
以

始

故

律
異
名
。
陰
體
常
以
爲
法

故
止
於
三
鐘
三
呂
而
已
。」

○

王

直
曰

「
釋
名
云

古
律
用
竹

又
用
玉

末
以
銅
爲
之
。
以
銅
爲
物
之
至

。
不
爲
燥

變
其

不
爲

風
雨
暴
露
改
其
形

介
然

常

似
於
士
君
子
之
行
。
故
凡
律
度
量
衡
用
銅

同
天
下

齊
風
俗
也
。」
世
法

〔
校
記
〕

〔
一
〕

楊

賢
之
議

「

賢
」

原

據
律
呂
新
書
補
。

五
三

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）



〔
二
〕

范
鎭

習
齋
云

「「
鎭
」
一
作
「
愼
」。」
按

性
理
大

集

作
「
愼
」。

〔
三
〕

謂
太
晟

是
也

「
太
晟
」

雖
似
作
「
大
晟
」
是

然

書
「
太
」「
大
」

出

今
不
改
。

〔
四
〕

舊
書

損

是
書

「

」

原

據
北
本
、
昌
本
、

本
、
平
本
、
慶
本
、
狩
本
、
順
本
、
心
本
、
學
本

文

考
補
。

〔
五
〕

爬
梳
紛

「
梳
」

原
作
「
疏
」

據
律
呂
新
書
改
。
下
同
。

〔
六
〕

參

四
分
之
書

「
參
」

原
作
「
三
」

據
律
呂
新
書
改
。

〔
七
〕

三
析
而
四
分
天
之
宿
度
甲
乙
也

「
析
」

原
作
「
折
」

據

書
百
衲
本
、
武
英
殿
本
、
金
陵
書
局
本
改
。「
天
」

原

據

書
補
。

齋
云

「「
分
」「
之
」
之
間
本

「
天
」
字
。」

〔
八
〕

使
讀
西
銘

「

」
下

性
理
大

「
敎
」
字
。

〔
九
〕

子
語

「
子
」

性
理
大

作
「
氏
」。

〔
一〇〕

子
經
世

「
子
」

性
理
大

作
「
氏
」。

〔
一一〕

張
子
正
蒙

「
子
」

性
理
大

作
「
氏
」。

〔
一二〕

尤

律

「

」

性
理
大

作
「

」。

〔
一三〕

然
一
新

「

」

性
理
大

作
「
曠
」。

〔
一四〕

季

律
書
法
度
甚

「
書
」

原
作
「
呂
」

據
北
本
、
昌
本
、

本
、
平
本
、
慶
本
、
狩
本
、
順
本
、
心
本
、
學
本

性
理
大

改
。

〔
一五〕

季

律
書
不
是
臆

「
書
」
下

性
理
大

「
分

是
好
却
」
五
字
。

〔
一六〕

旁
證
之
異
同

「
證
」

性
理
大

作
「
正
」。

〔
一七〕

十
二
律
之
名
則
由
鐘
而
得
也

「
律
」

原
作
「
鐘
」

據

澄

鍾
仲
律
字

改
。

齋
云

「「
十
二
鐘
」
當
作
「
十
二
律
」。」

〔
註
〕①

「
律
呂
之
義
」
至
「
故
止
於
三
鐘
三
呂
而
已
」

按

此
段
係
陳
仁
錫
轉
引
王

直
律
呂
正
聲
。

②

「
律
法
也
言
陽
氣
與
陰
氣
爲
法
」

禮
記

令
孔
穎

疏

「
陽
管
爲
律

律

法
也

言
陽
氣
與
陰
氣
爲
法

鄭
云

「
律

也

氣
之
管
。」
陰
管
爲

五
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
巻



呂
。
律

志
云

「
呂

助
也
。
言
助
陽
宣
氣
。」
又
云

「
呂

也
。
言
與
陽
相
承

更

而
至
。」
又
陰
律

同

言
與
陽
同
也
。
總
而
言
之

陰
陽
皆

律

故
十
二

皆
云
「
律
中
」
是
也
。」

③

「
呂
侶
也
言
陰
爲
陽
之
侶
也
」

典

三

「
十
二

之
時

陽
方
生
育
之
功

其

廣
大

故
謂
之
大
呂
。
呂

侶
也

言
與
陽
爲
侶

對
生
萬

物
。」

④

「
總
言
陰
陽
皆

律
故
謂
之
十
二
律
」

禮
記

令
孔
穎

疏
。
見
註
②
。

⑤

「
律

也

以

陽
氣
也
」

史
記
律
書
索

「
按

律

十
二
。
陽
六
爲
律

鍾
、
太
蔟
、
姑
洗
、

、
夷
則
、
無
射

陰
六
爲
呂

大
呂
、
夾

鍾
、
中
呂
、
林
鍾
、
南
呂
、
應
鍾
是
也
。
名
曰
律

釋
名
曰

「
律

也

以

陽
氣
也
。」
律

志
云

「
呂

助
陽
氣
也
。」
案

古
律
用
竹

又
用
玉

末
以
銅
爲
之
。
呂
亦

間

故

六
律
、
六
間
之

。
元
間
大
呂

二
間
夾
鍾
是
也
。」

⑥

「
呂
助
也
言
陰
氣
助
陽
宣
氣
」

禮
記

令
孔
穎

疏
引
律

志
。
見
註
②
。

⑦

「
以
其
皆

陽
氣
而
上
下

焉

以
均
謂
之
十
二
律
也
」

陳

書

四
十
六

「
六
律
謂
之
六
始

始
六
陰
也
。
六
呂
謂
之
六
間

間
六
陽
也
。
亦
謂
之

六
同

同
六
陽
也
。
律
呂
言
其
體

始
言
其
用

間
言
其
位

同
言
其

。
總
而
論
之

皆

陽
氣
而

上
下
焉
。

以
均
用
之
十
二
律
也
。」

陳

書

一
百

「
六
律
謂
之
六
始

其
位
始
乎
陰
也
。
六
呂
謂
之
六
間

其
位
間
乎
陽
也
。
亦
謂
之
六
同

其

同
乎
陽
也
。
分
而
言
之
則
然
。
合
而
論
之

皆

陽
氣
而
上
下

焉
。
此

以
均
謂
之
十
二
律
也
。」

⑧

「
是
故
十
二

」
至
「
故
謂
之
六
律
」

新
書
六

「
六

非
獨
爲
六
藝
本
也

他
事
亦
皆
以
六
爲
度
。
聲
音
之

以
六
爲
首

以
陰
陽
之

爲
度

是

故
一

十
二

分
而
爲
陰
陽

各
六

是
以
聲
音
之

十
二
鍾

鍾
當
一

其
六
鍾
陰
聲

六
鍾
陽
聲

聲
之

律
是
而
出

故
謂
之
六
律
。」

⑨

「
不
言
呂

陽
統
陰
也
」

蔡
沈
書
集
傳

稷

「
六
律

陽
律
也
。
不
言
六
呂

陽
統
陰
也
。

律
而
後

聲

聲
而
後
八
音
得
以
依
據

故
六
律
、

五
聲
、
八
音

言
之

如
此
也
。」

⑩

「
六
律
亦
謂
之
六
始
」
至
「
同
六
陽
也
」

陳

書

四
十
六
。
見
註
⑦
。

「
然
陽
盡
變
以

始
」
至
「
故
止
於
三
鐘
三
呂
而
已
」

陳

書

一
百

「
然
陽
盡
變
以

始

故

律
異
名
。
陰
體
常
以
效
法

故
止
於
三
鍾
三
呂
而

已
。」

「
釋
名
云
」
至
「

末
以
銅
爲
之
」

史
記
律
書
索

。
見
註
⑤
。

五
五

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）



「
以
銅
爲
物
之
至

」
至
「

同
天
下
齊
風
俗
也
」

書
律

志
上

「
凡
律
度
量
衡
用
銅

名
自
名
也

以
同
天
下

齊
風
俗
也
。
銅
爲
物
之
至

不
爲
燥

變
其

不
爲
風
雨
暴
露
改
其
形

介
然

常

似
於
士
君
子
之
行

是
以
用
銅
也
。
用
竹
爲
引

事
之
宜
也
。」

〔
訓
読
〕

筆
記
律
呂
新
書
説
上

序

「
建
隆
・
皇
祐
・
元
豊
之
間
」「
和
・
胡
・

・
李
・
范
・
馬
・
劉
・
楊
諸
賢
之
議
」

欽
（
中
村

斎
）
按
ず
る
に
、
宋
の
太
祖
（
在
位
九
六
〇
｜
九
七
六
）
の
建
隆
中
、
判
太
常
寺
和

、
詔
みことのりを

承
け
て
楽
律
を
議
す
。
仁
宗
（
在
位
一
〇
二
二

｜
一
〇
六
三
）
の
皇
祐
よ
り
神
宗
（
在
位
一
〇
六
七
｜
一
〇
八
五
）
の
元
豊
に
至
る
ま
で
の
間
、
胡

・

逸
・
李
照
・
范
鎮
・
司
馬
光
・
劉
几
・
楊
傑
等
相
継

ぎ
て
楽
議
に
与
る
。

「
崇
・
宣
之
季
、
姦
諛
之
会
、

涅
之
余
」

崇
寧
（
一
一
〇
二
｜
一
一
〇
六
）・
宣
和
（
一
一
一
九
｜
一
一
二
五
）
は
徽
宗
（
在
位
一
一
〇
〇
｜
一
一
二
五
）
の
季
世
た
り
。「
姦
諛
の
会
」
は
、
時
相
蔡
京

（
一
〇
四
七
｜
一
一
二
六
）・
太
司
楽
劉

（
生
没
年
不
詳
）
等
を
指
す
。「

涅
の
余
」
は
、
是
れ
方
士
魏
漢
津
（
生
没
年
不
詳
）
な
り
。
漢
津
、
帝
の
指
の
寸

を
以
て
律
を
制
し
楽
を
成
す
。
所
謂
「
太
晟
楽
」
是
れ
な
り
。【『
語
類
（
朱
子
語
類
）』
九
十
二
に
「
徽
宗
の
時
、
一

卒
魏
漢
津
、
雅
楽
一
部
を
造
る
も
、
皆

杜
撰
な
り
。
今
、
太
学
上
丁
に
用
ふ
る
者
是
れ
此
の
楽
な
り
」
と
。】

「
漢

之
積
分
」「
淮
南
・
太
史
・
小
司
馬
之
説
」「
杜
氏
之
通
典
」「
孔
氏
之
礼
疏
」

「
漢

」
は
、
説
、
本
書
下

に
見
ゆ
。
漢
の
劉
安
（
前
一
七
九
｜
前
一
二
二
）
の
『
淮
南
子
』・
太
史
公
の
（『

記
』
の
）「
律
書
」・
唐
の
司
馬
貞
の
『

記
索
隠
』。
貞
は
、
世
に
小
司
馬
と
称
せ
ら
る
。
唐
の
杜
佑
の
『
通
典
』・
孔
穎
達
の
（『
礼
記
』
の
）「
礼
運
」
正
義
。

「
国
朝
会
要
」

『
文
献
通
考
』（
巻
二
百
一
「
経
籍
二
十
八
」）
に
云
ふ
、「『
三
朝
国
朝
会
要
』
一
百
五
十
巻
。
晁
氏
（
晁
公
武
、
約
一
一
〇
五
｜
一
一
八
〇
）
曰
は
く
、「
皇
朝

の
章
得
象
（
九
七
八
｜
一
〇
四
八
）、
天
聖
（
一
〇
二
三
｜
一
〇
三
二
）
中
、
詔
を
被
り
て
、
国
朝
の
故
事
・
因
革
の
制
度
を
以
て
編
次
す
」
と
。『
六
朝
国
朝
会

五
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
巻



要
』
三
百
巻
。
晁
氏
曰
は
く
、「
神
宗
の
朝
、『
会
要
』
の
慶
暦
（
一
〇
四
一
｜
一
〇
四
八
）
に
止
ま
る
を
以
て
、
王
珪
（
一
〇
一
九
｜
一
〇
八
五
）
に
命
じ
て
之

に
続
け
し
む
。
建
隆
の
元
よ
り
起
こ
り
て
熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
に
迄
る
ま
で
、
旧
書
に
通
じ
増
損
し
て
是
の
書
を
成
す
」」
と
。

「
爬
梳
剔
抉
」

紛
乱
す
る
者
を
爬
梳
し
、
固
結
す
る
者
を
剔
抉
す
る
を
謂
ふ
。
韓
（
韓
愈
、
七
六
八
｜
八
二
四
）
文
（「
進
学
解
」）
に
云
ふ
、「
爬
羅
剔
抉
し
て
、
垢
を
刮
り

光
を
磨
く
」
と
。

「
公
孫
述
之
瞽
師
」

『
後
漢
（
後
漢
書
）』
の
「
光
武
紀
」
に
、「
建
武
十
三
年
（
三
七
）、
益
州
よ
り
、
公
孫
述
の
瞽
師
・
郊
廟
の
楽
器
・
葆
車
・
輿
輦
を
伝
送
し
、
是
に
於
い
て
法

物
始
め
て
備
は
る
」
と
。

「
参

四
分
之
書
」

按
ず
る
に
、
此
れ
『
太
玄
経
』
を
指
す
。『
漢
（
漢
書
）』
の
「
楊
雄
伝
」
に
、「
大
い
に
思
ひ
を
渾
天
に
潭
く
し
、【『
漢
書
』
の
註
に
云
ふ
、「「
潭
」
は
、
深

な
り
。「
渾
天
」
は
、
天
象
な
り
」
と
。】
参

し
て
之
を
四
分
す
」
と
。
蘇
林
（
生
没
年
不
詳
、
後
漢
末
魏
初
在
世
）
の
注
に
云
ふ
、「
三
析
し
て
天
の
宿
度
甲

乙
を
四
分
す
る
な
り
」
と
。

「
待
後
世
之
子
雲
」

韓
（
韓
愈
）
文
の
「

宿
（
七
六
七
｜
八
三
六
）
に
与
へ
て
文
を
論
ず
る
書
」
に
云
ふ
、「
昔
、
楊
子
雲
（
揚
雄
）『
太
玄
』
を
著
し
、
人
皆
之
を
笑
ふ
。
子
雲

の
言
に
曰
は
く
、「
世
、
我
を
知
ら
ざ
る
も
、
害
無
き
な
り
。
後
世
、
楊
子
雲
有
ら
ば
、
必
ず
之
を
好
ま
ん
」
と
。
子
雲
死
し
て
千
載
に
近
し
。
竟
に
未
だ
楊
子

雲
有
ら
ず
。
歎
ず
べ
き
な
り
」
と
。

楊
子
の
本
語
、
未
だ
出
づ
る
所
を
考
へ
ず
。

「
節
族
」「

族
」
は
、
去
声
な
り
。「
蔟
」
と
通
ず
。「
太
蔟
」
の
「
蔟
」
な
り
。『
漢
（
漢
書
）
志
（
律
暦
志
上
）』
の
注
（「
注
」
と
す
る
の
は
誤
り
）
に
云
ふ
、「
奏
な

り
」
と
。（
丘

、
一
四
二
〇
｜
一
四
九
五
）『
大
学
衍
義
補
』（
巻
四
十
四
「
楽
律
之
制
下
」）
に
引
く
此
の
序
に
も
亦
た
「
節
奏
」
に
作
る
。

【
此
の
一
条
、『
文
集
』（
巻
八
十
三
）「
蔡
神
与
の
絶
筆
に
跋
す
」
に
見
ゆ
。】
朱
子
曰
は
く
、「
蔡
神
与
（
一
〇
八
九
｜
一
一
五
二
）、
名
は
発
、
博
学
強
記
に
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し
て
、
高
簡
廓
落
、
世
俗
と
相
俯
仰
す
る
こ
と
能
は
ず
。
因
り
て
去
り
て
四
方
に
遊
び
、
聞
見
益
〻
広
し
。
遂
に
易
象
・
天
文
・
地
理
の
三
式
【
三
式
は
、
天
・

地
・
人
な
り
。】
の
説
に
於
い
て
、
通
ぜ
ざ
る
所
無
く
、
而
し
て
皆
、
能
く
其
の
得
失
を
訂
す
。
門
を
杜とざ
し
軌
を
掃
ひ
、
専
ら
書
を
読
み
子
に
教
ふ
る
を
以
て
事

と
為
し
、
季
通
生
れ
て
十
年
に
し
て
、
即
ち
『
西
銘
』
を
読
ま
し
む
。
稍
〻
長
じ
て
、
則
ち
示
す
に
程
子
（
程

・
程
顥
）
の
『
語
録
（
河
南
程
氏
遺
書
）』・

子
（

雍
）
の
『
経
世
（
皇
極
経
世
）』・
張
子
（
張
載
）
の
『
正
蒙
』
を
以
て
し
、
而
し
て
之
に
語
り
て
曰
は
く
、「
此
れ
孔
（
孔
子
）・
孟
（
孟
子
）
の
正
脈
な

り
」
と
。
季
通
、

の
志
を
承
け
て
、
学
行
の
余
、
尤
も
律
暦
に
邃ふか
く
、
討
論
定
著
し
て
、
遂
に
一
家
の
言
を
成
し
、
千
古
の
誤
り
を
し
て
、

然
と
し
て
一
た

び
新
た
な
ら
し
む
。
而
し
て
其
の
源
流
に
遡
り
て
、
皆
、
成
法
有
り
。
是
れ
も
亦
た
以
て
其
の
親
を
無
窮
に
顕
す
に
足
れ
り
」
と
。

【
此
の
二
条
は
、『
語
類
』（
巻
九
十
二
）
の
「
楽
部
」
な
り
（
一
条
目
は
、『
語
類
』
で
は
な
く
『
朱
子
文
集
』
巻
四
十
六
「
答

元
善
」
に
見
え
る
）。】
○
季

通
の
『
律
書
』
は
、
法
度
甚
だ
精
し
く
、
近
世
諸
儒
、
皆
、
能
く
及
ぶ
こ
と
莫
し
。
○
季
通
の
『
律
書
』、
是
れ
臆
説
な
ら
ず
、
自
をのづから

按
拠
有
り
。

【
安
（
蟹
養
斎
、
名
は
維
安
、
一
七
〇
五
｜
一
七
七
八
）
按
ず
る
に
、
黄
（
黄
瑞
節
、
生
没
年
不
詳
）
説
は
『
大
全
（
性
理
大
全
）』
に
見
ゆ
。】
黄
氏
瑞
節
曰

は
く
、「『
律
呂
書
』
は
、
蓋
し
朱
・
蔡
師
弟
子
相
与
に
之
を
成
す
者
な
り
。
朱
子
の
「
西
山
に
与
ふ
る
書
」（『
朱
子
文
集
』
巻
四
十
四
「
答
蔡
季
通
」）
に
云
ふ
、

「
但
だ
古
書
古
語
或
い
は
注
疏
を
用
ひ
て
、
已
が
意
を
以
て
其
の
下
方
に
附
け
よ
。
甚
だ
簡
約
に
し
て
極
め
て
周
尽
な
ら
ん
。
学
者
一
覧
せ
ば
、
梗
概
を
得
べ
し
。

其
の
他
、
推
説
の
泛
濫
・
旁
証
の
異
同
は
、
尽
く
は
載
せ
ざ
れ
」
と
。

○
又
、
瓊
山
（
現
在
の
海
南
省
瓊
山
）
の
丘
氏
（『
大
学
衍
義
補
』
巻
四
十
四
「
楽
律
之
制
下
」）
曰
は
く
、「
此
の
書
の
作
、
蔡
氏
に
由
る
と
雖
も
、
而
れ
ど

も
皆
、
其
の
師
に
本
づ
け
り
。
朱
氏
の
「
元
定
に
与
ふ
る
書
」（『
朱
子
文
集
』
巻
四
十
四
「
答
蔡
季
通
」）
を
観
る
に
曰
は
く
、「
但
だ
古
書
古
語
を
用
ひ
て
云

云
」
と
。
今
、
其
の
書
に
即
し
て
以
て
観
れ
ば
、
一
も
其
の
師
の
教
ふ
る
所
の
者
の
ご
と
く
な
ら
ざ
る
は
無
し
。「
甚
だ
簡
約
に
し
て
極
め
て
周
尽
」
と
謂
ふ
所

の
者
、
一
言
以
て
之
を
蔽
へ
り
」
と
。

鍾
律
名
義

『
呂
氏
春
秋
』（「
古
楽
」）
に
曰
は
く
、「
昔
、
黄
帝
、
伶
倫
を
し
て
律
を
作
ら
し
む
。
又
伶
倫
と
栄
将
と
に
命
じ
て
十
二
鐘
を
鋳
て
以
て
五
音
を
和
せ
し

む
」
と
。
蔡

の
『
月
令
章
句
』（『
後
漢
書
』「
律
暦
志
上
」
に
引
く
）
に
曰
は
く
、「
律
は
、
率
な
り
。
声
の
管
な
り
。
上
古
の
聖
人
は
、
陰
陽
に
本
づ
き
、
風

声
を
別
ち
、
清
濁
を
審
ら
か
に
す
る
も
、
而
も
以
て
文
載
口
伝
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
に
於
い
て
始
め
て
金
を
鋳
て
鐘
を
作
り
、
以
て
十
二
月
の
声
を
主
り
、

然
る
後
に
以
て
升
降
の
気
を
効いた
す
も
、
鐘
は
分
別
し
難
く
、
乃
ち
竹
を
截
り
て
管
を
為つく
り
、
之
を
律
と
謂
ふ
」
と
。
臨
川
（
現
在
の
江
西
省
撫
州
）
の
呉
氏
（
呉

澄
、
一
二
四
九
｜
一
三
三
三
、「
黄
鍾
仲
律
字
説
」
に
）
曰
は
く
、「
十
二
鐘
の
声
は
、
律
に
由
り
て
起
こ
り
、
十
二
律
の
名
は
則
ち
鐘
に
由
り
て
得
た
り
」
と
。
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陳
仁
錫
（
一
五
八
一
｜
一
六
三
六
）
の
『
世
法
録
（
皇
明
世
法
録
）』（
巻
二
十
三
「
楽
律
」。
王
邦
直
（
一
五
一
三
｜
一
六
〇
〇
）『
律
呂
正
声
』
巻
三
か
ら
の

転
引
）
に
云
ふ
、「
律
呂
の
義
、
諸
家
の
説
、
同
じ
か
ら
ず
。『
爾
雅
』（「
釈
器
」）
に
「
律
、
之
を
分
と
謂
ふ
」
と
曰
ひ
、
郭

（
二
七
六
｜
三
二
四
）
の
註
に

云
ふ
、「
律
管
は
気
を
分
か
つ
所
以
の
者
な
り
」
と
。『
春
秋
元
命
苞
』（『
太
平
御
覧
』
巻
十
六
「
時
序
部
一
」
に
引
く
）
に
「
律
の
言
た
る
、
率
な
り
。
気
を
率

ゐ
て
達
せ
し
む
る
所
以
な
り
」
と
曰
ひ
、
注
に
云
ふ
、「
率
は
、
猶
ほ
導
の
ご
と
き
な
り
」
と
。
蔡

の
『
月
令
注
』（『
太
平
御
覧
』
巻
十
六
「
時
序
部
一
」
に

引
く
）
に
曰
は
く
、「
律
は
、
率
な
り
。
声
の
管
な
り
。
竹
を
截
り
て
管
を
為つく
り
て
律
と
曰
ひ
、
清
濁
の
率
と
為
す
な
り
」
と
。
一
に
曰
は
く
、「
律
は
、
法
な

り
。
陽
気
と
陰
気
と
を
法
と
為
す
を
言
ふ
な
り
。
呂
は
、
侶
な
り
。
陰
は
陽
の
侶
た
る
を
言
ふ
な
り
。
総
じ
て
言
へ
ば
陰
陽
は
皆
律
と
称
す
。
故
に
之
を
十
二
律

と
謂
ふ
」
と
。
一
に
曰
は
く
、「
律
は
、
述
な
り
。
陽
気
を
述
ぶ
る
所
以
な
り
。
呂
は
、
助
な
り
。
陰
気
、
陽
を
助
け
気
を
宣
ぶ
る
を
言
ふ
な
り
。
其
の
皆
陽
気

を
述
ぶ
る
を
以
て
し
て
上
下
通
ず
。
均
し
く
之
を
十
二
律
と
謂
ふ
所
以
な
り
」
と
。
是
の
故
に
、
十
二
月
、
陰
陽
に
分
か
た
ば
、
陰
陽
各
〻
六
月
、
是ここ
を
以
て
声

音
の
器
十
二
鐘
、
鐘
ご
と
に
一
月
に
当
つ
れ
ば
、
六
鐘
は
陰
声
、
六
鐘
は
陽
声
、
声
の
術
は
是
れ
に
律
し
て
出
づ
。
故
に
之
を
六
律
と
謂
ふ
。
呂
と
言
は
ざ
る

は
、
陽
の
陰
を
統
ぶ
れ
ば
な
り
。
六
律
亦
た
之
を
六
始
と
謂
ふ
は
、
六
陰
を
始
む
れ
ば
な
り
。
六
呂
、
之
を
六
間
と
謂
ふ
は
、
六
陽
を
間
つ
れ
ば
な
り
。
亦
た
之

を
六
同
と
謂
ふ
は
、
六
陽
に
同
じ
け
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
陽
は
変
を
尽
く
し
て
以
て
始
め
を
造
す
。
故
に
律
毎
に
名
を
異
に
す
。
陰
は
常
を
体
し
て
以
て
法
と

為
す
。
故
に
三
鐘
三
呂
に
止
ま
る
の
み
」
と
。

○
即
墨
（
現
在
の
山
東
省
即
墨
）
の
王
邦
直
（『
律
呂
正
声
』
巻
三
）
曰
は
く
、「『
釈
名
』（『
釈
名
』
と
す
る
の
は
誤
り
）
に
云
ふ
、
古
律
、
竹
を
用
ひ
、
又

玉
を
用
ひ
、
漢
末
銅
を
以
て
之
を
為つく
る
。
銅
を
以
て
物
の
至
精
と
為
せ
ば
な
り
。
燥
湿
寒
暑
の
為
に
其
の
節
を
変
ぜ
ず
、
風
雨
暴
露
の
為
に
其
の
形
を
改
め
ず
、

介
然
と
し
て
常
有
り
、
士
君
子
の
行
ひ
に
似
た
る
有
り
。
故
に
凡
そ
律
度
量
衡
、
銅
を
用
ふ
る
者
は
、
天
下
を
同
じ
く
し
風
俗
を
斉
し
く
す
る
所
な
り
」
と
。

『
世
法
録
（
皇
明
世
法
録
）』（
巻
二
十
三
）

（
待
続
）
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